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議 会 活 動 令和２年６月１日〜令和２年７月８日

６月４日

○議会運営委員会

６月９日

○総務企画委員会

○福祉・区民生活委員会

６月１０日

○文教・子育て支援委員会

○建設環境委員会

６月１２日

○財政援助団体調査特別委員会

６月１５日

○観光・文化推進調査特別委員会

○健康・危機管理対策調査特別委

員会

６月１６日

○震災・災害対策調査特別委員会

６月２３日

○議会運営委員会

６月２４日

○本会議

６月２５日

○本会議

６月３０日

○総務企画委員会

○福祉・区民生活委員会

７月１日

○文教・子育て支援委員会

○建設環境委員会

７月７日

○議会運営委員会

７月８日

○本会議

〜議員提出議案１件と区長提出議案１７件の計１８件を可決〜

令和２年度荒川区議会定例会・６月会議は、６

月２４日から７月８日までの１５日間の会議期間

で開かれました。

６月２４、２５日の本会議では、１０人の議員

から区政全般にわたり一般質問が行われました。

（要旨は３〜１０ページに掲載しています）

５月２７日に開催された第９６回全国市議会議

長会定期総会において、永年勤続議員として北城

貞治議員が表彰されました。

６月会議では、議員から提出された議案１件と

区長から提出された議案１７件がいずれも原案ど

おり可決されました。

（議案の審議結果は１４ページに掲載しています）

６ 月 会 議 の 概 要

▲左から明戸議長、北城議員、保坂副議長

▲６月会議の様子

６月２４日〜７月８日までの期間（太字）に

令和２年度の６月会議が開かれました。

全国市議会議長会における

議員表彰

３５年在職議員

北城　貞治　議員
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区政のここをきく
一般質問要旨

新型コロナウイルス感
染症対策について

新型コロナウイルス感染症対策について

医療関連対策について。ＰＣＲセンター設置に

より、速やかな検査体制が確立された。今後もこ

の体制を維持するためには、荒川区医師会への支

援の継続と体制整備が必要と考える。

　また、市中感染を防ぐためにも、軽症患者には

ホテル療養の義務付け、中等症・重症患者には区

内や近隣医療機関で安心して治療が受けられるよ

う病床の確保が必要と考える。

　さらに、経営悪化に直面する医療機関にきめ細

やかな支援策を講じることが、地域医療体制を守

る上で必要と考えるが、区の見解を問う。

４月３０日に開設したＰＣＲセンターは順調

に稼働しており、検査数が増えても適切に対応で

きるよう、医療資材類の整備も含め、医師会と調

整を図りながら検査体制の充実に努める。

　また、軽症者の療養については、緊急事態宣言

下における受け入れ体制の整備を都に要望してい

く。一方、重症者や中等症者を受け入れる医療機

関に対しては財政的支援制度を創設し、受け入れ

体制の確保と医療体制の整備に最大限努める。

　区民が安心して受診できる医療体制を構築する

ため、環境整備費補助や医療従事者等への給付金

等の支援策を整備し、今後も医師会や各医療機関

とも協議し、地域医療体制を強化していく。

福祉関連対策について。感染リスクを抱えなが

らも、高い使命感で、日々サービス提供を継続す

る介護・高齢者施設・障害福祉サービス等の事業

者を、医療施設同様に着実に支え、感染の第二波、

第三波に備えるため、区としてどう取り組んでい

くのか、見解を問う。

問

答答

問

介護や障害福祉サービス等の現場での苦労や

負担は極めて大きいものであったと認識している。

区は、マスク等の配付や応援対策給付金を支給し

事業者の支援にあたった。今後に備え、衛生資器

材の備蓄の充実や、感染拡大防止のための設備導

入費用・感染者発生時の施設の消毒費用を助成す

る等、大切な社会インフラである介護や障害福祉

サービスの提供体制の強化を図っていく。

教育関連対策について。まずは感染防止対策を

継続しながら、新たな学校生活様式を確立し、３

か月の休校で生じた学習の遅れを様々な創意工夫

で、丁寧に解消していくことが喫緊の課題である。

補正予算を活用し、教職員をサポートする人材の

確保も必要であると考える。

　また、様々な用途での活用が進んでいるＩＣＴ

を通常時から積極的に活用し、今後の不測の事態

に備えるため、オンライン授業ができる環境整備

が必要である。経済面で対応が難しい家庭に対す

る支援も構築すべきである。こうしたＩＣＴ環境

の整備と効果的な活用について、区の見解を問う。

各学校では、休校中も家庭学習課題を定期的に

配付、電話による学習状況の把握を行い、児童生

徒の学習支援に努めてきた。しかし、想定以上に

長期に及んだため、夏季休業の短縮や学校行事の

重点化・省力化を図り、授業時間の確保に努めて

いる。今後は、学習面での人的支援を進め、全学

年で今年度内に学習内容を終了できるよう努める。

教職員についても、スクール・サポート・スタッ

フ等の効果的な活用や、消毒作業の委託を行い、

子どもたちの学びの確保に全力で取り組んでいく。

答答

問

答答

６月２４日、２５日の本会議にて、一般質問が行われました

北城　貞治（自民党）

◀
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コロナ危機の長期化を展望した
対策強化、保育園など子どもの成
長を保障する環境整備について

横山　幸次（共産党）

また、平常時からタブレットパソコンを学力向上

のために利用できるよう環境整備するとともに、

学校と児童・生徒・保護者をつなぐツールとして

の活用を推進するため、ビデオ通話ソフトを利用

したオンラインホームルームの実施など、効果的

に活用する。インターネット環境のないご家庭に

ついても、オンライン家庭学習の機会が均等に提

供できるよう、来年度以降も支援する制度の創設

を検討する。

防災関連対策について。感染拡大防止のため、

在宅避難を最優先にした避難方法の確立が最重要

であるが、感染が収束しない中での避難所開設・

運営に関する対応方針を策定し、訓練も実施すべ

きと考えるが、区の見解を問う。

感染拡大リスク回避のため、在宅避難等の啓発

や耐震化、一週間分の備蓄の推進等、在宅避難の

支援を強化する。今後は、国が示す避難面積基準

の確保が困難なことから、状況に応じて指定避難

所以外の公共施設を開設し、民間施設と避難スペ 

ースの提供に関する協議を進める。その上で、感

染症対策を踏まえた避難所等対応方針を策定し、

訓練を実施することで、体制整備を推進する。

問

答答

の子育て世帯臨時応援給付金事業等、各分野にお

いて必要な対策を実施してきた。今後も国や都に

よる更なる追加支援の状況を把握しながら限られ

た財源を最大限有効活用し、必要な対策を検討す

るほか、必要に応じて要望もしていく。

憲法に基づく権利としての生活保護の利用に

ついて、生活保護の制度内容を分かりやすくホー

ムページなども改善して周知し、新型コロナウイ

ルスの影響での生活支援の中でもしっかりと広報

することを求めるが、区の見解を問う。

生活保護制度の広報については、相談しやすい

環境を整えるため、掲載の内容や構成を工夫し、

よりアクセスしやすくなるよう変更した。新型コ

ロナウイルスの影響で不安な状況にある区民の方

が相談しやすくなるよう、周知に努める。

児童相談所が７月から開設するなか、妊娠から

出産その後の育児まで切れ目なく支援するととも

に、虐待の未然防止などを進めるため、家庭訪問

型支援・いわゆるアウトリーチの拡充のため必要

な専門職の増員などいっそうの体制強化を求める

が、区の見解を問う。

子どもと家庭の状況を見極める専門的な視点

と予防的対応を加えた新しい児童相談体制を目指

し、万全の対応で、妊娠期から子育て期までの切

れ目ない支援を推進していく。現在のコロナ危機

下において、学校や保育園、幼稚園の臨時休業や

外出自粛に対しても、サービスを繋げる、アウト

リーチ型の支援を展開する体制を整備している。

保育園など子どもの成長を守る環境整備について

国に対し、保育士の配置基準や施設基準の規制

緩和を撤回するよう求めるとともに、区としても

規制緩和をやめ、安心できる保育園にするために

保育士配置などを独自に拡充することを求めるが、

区の見解を問う。

問

答答

問

答答

問

その他の質問項目

○今後の区政運営について

コロナ危機の長期化を展望した対策強化について

国や都に対し、直接国民のくらしと中小業者へ

の経済的な支援を継続するように強く発信すべき

である。同時に、新型コロナ融資の無利子化や家

賃など固定費への支援、ひとり親をはじめ子育て

世帯への経済給付など追加支援を早急に具体化し

実施するよう求めるが、区の見解を問う。

区民の生活と健康を守ることを最優先に、専門

家による中小企業総合相談窓口の設置や、区独自

問

答答

◀
７
月
に
開
所
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財政運営と不妊治療支
援について

菊地　秀信（公明党）

区は、国基準を上回る独自の基準を設け、保育

の質の更なる向上に努めている。新型コロナウイ

ルス感染症の対策も講じつつ、良好な保育環境の

整備に努めていく。引き続き、保育の質の確保に

取り組んでいく。

保育は専門性や経験を積んだ職員配置が重要

であり、労働条件の改善は不可欠であるが、全国

で休園中の保育園の職員の賃金カットが問題にな 

っている。認可保育園における休園中の賃金カッ

ト、実態調査や是正の状況について、見解を問う。

職員の人件費の支払いを適切に対応するよう、

運営事業者へ直接指導してきた。今後、実施予定

の各施設の対応状況調査等を通じて、引き続き、

質の高い保育サービスの提供に取り組んでいく。

公契約条例で、生活できる賃金などの基準や労

働条件などを示すことができれば、区と契約を結

んで行う公共サービスだけでなく、地域全体の賃

金の底上げにもつながると考える。公契約条例制

定について、区の見解を問う。

区は、契約時に適切な労働環境の確保等につい

て要請し、社会保険労務士による実地調査等を経

て、改善を求めている。今後も形式に拘らず、よ

り実効性のある方策をとりながら、他自治体の動

向や公契約条例の成果を見極め、検討していく。

答答

問

答答

問

答答

いくべきと考えるが、区の見解を問う。

未曾有の経済危機が見込まれる中、基礎自治体

として、区民の日常生活を支えるサービスを安定

的・継続的に提供するために、計画的な基金の積

立を行いながら、既存事業の精査・見直しを行っ

ていく必要性がある。引き続き、将来にわたって

持続可能な財政運営を進めていく。

緊急事態における財源を確保するため、イベン

ト中止等で活用しなかった予算を洗い出し、優先

度の低い事業を躊躇なく縮小・延期するとともに、

国や都における助成事業を積極活用し、支出を抑

制すべきと考えるが、区の見解を問う。

今後の安定した区政運営を行うために、中止と

なったイベント等の整理や、休止の可能性のある

事業の洗い出しを、行財政改革の視点からも鋭意

進めている。さらに、国や都の事業の活用や補助

金等の財源確保の徹底など、積極的に進めていく。

不妊治療支援について

最も身近なＬＩＮＥという連絡ツールを使って、

不妊治療に踏み出すこと自体の心理的ハードルを

下げ、民間ノウハウを活用しやすくするためにも、

官民連携による妊活ＬＩＮＥサポート事業を実施

すべきと考えるが、区の見解を問う。

区民の相談窓口である「東京都不妊・不育ホッ

トライン」の相談体制の充実を都に求めていくと

ともに、個別性の高い相談をそれぞれの相談窓口

が継続的に支援することがサポートとなると考え、

事業の効果や課題等について検討していく。

不妊治療については、男性の側にも不妊の原因

がある場合もあるため、男性に対する妊活への意

識向上のためにも、アプリを活用した精子セルフ

チェックキットを時期や対象等を定めて配布すべ

きと考えるが、区の見解を問う。

男性に対する妊活への意識向上は非常に重要

答答

問

答答

問

答答

問

答答

財政運営について

真に支援が必要な場所へしっかりと支援を行

い、最小の経費で最大の効果を発揮し、長期的な

区民生活の安定を確保するためにも、持続可能な

自治体運営を基本として財政調整基金を活用して

問

その他の質問項目

○都立、公社病院の独立行政法人化について

○学校における子どもたちの学びの保障について

○複合災害対策について

◀
今
年
は
中
止
と
な
っ
た
川
の
手

　

荒
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新型コロナウイルス感染症への
対応及び学校でのタブレット教
育・情報モラル教育について

新型コロナウイルス感
染症に伴う対応及び災
害対応について

夏目　亜季
（維新・あたらしい党）

清水　啓史
（民主ゆいの会）

であると認識する。簡易キットは、検査の精度に

課題もあり、医師等の専門職によるカウンセリン

グを含めた丁寧な説明が必要である。今後も男性

の健康増進に向け様々な施策に注力していく。

徒の健康状態の把握や学習の保障につなげていく。

インターネットを正しく活用し、他者とのより

良い関係を築けるよう、改めて情報モラル教育を

行うべきだが、区の見解を問う。

学校ごとにＳＮＳルールを策定し、保護者や児

童生徒に情報モラルのルール作りを促すなど、情

報モラル教育に積極的に取り組んでいる。

問

答答

新型コロナウイルス感染症への対応について

ＰＣＲ検査に来た方や罹患者の基礎疾患の有無、

同一世帯内での基礎疾患の有無、喫煙の有無等の

チェックを求めるが、区の見解を問う。

現在ＰＣＲセンターでは、基礎疾患の有無を伺 

っており、今後は喫煙の有無についても把握して

いく。同一世帯内での基礎疾患や喫煙の有無につ

いても把握し、必要な情報提供を行なっていく。

今一度、緊急事態宣言解除後の区民の生活のあ

り方を、区としてもＨＰや区報等で掲載すること

を提案するが、区の見解を問う。

これまでも、新型コロナウイルスに関する情報

を区民に的確に届けるため、あらゆる広報媒体を

通じて発信してきた。今後も気を緩めず、必要な

情報を正確かつ確実に周知していく。

今後、区職員の働き方を見直し、非常時に備え、

いかなる時でも必要な業務ができるようテレワー

クの推進を提案するが、区の見解を問う。

緊急事態宣言以降に在宅勤務を導入し、解除後

も一部職員の在宅勤務を認めている。一方、本格

的なテレワークの実施にあたっては、セキュリテ 

ィ確保等の課題解決に向け、検討を進めていく。

学校でのタブレット教育・情報モラル教育について

どのような状況においても先生の授業をリア

ルタイムで聞けた方が、楽しく勉強できる。今後

に備えるためにも環境整備を検討すべきと考える

が、区の見解を問う。

ビデオ会議ソフト等ＩＣＴを活用した家庭学

習支援に関する教職員スキル向上に努め、児童生

問

答答

問

答答

問

答答

問

答答

新型コロナウイルス感染症に伴う対応について

今後は「新しい生活様式」にあった地域社会、

住民サービスのスタイルを築いていく必要がある。

これからの地域社会、地方自治体、情報発信につ

いて、区の見解を問う。

国や都の動向を把握し検討体制を整えるとと

もに、基礎自治体の役割分担等について、国や都

に意見を述べていく。また、危機管理における情

報の取り扱いについて、改めて検討していく。

オリ・パラ関連等、イベントの中止により、歳

出しない予算の今後の扱いを示すべきと考えるが、

区の見解を問う。

未執行事業の不用額は、剰余金として基金に積

み立てる。今年度中に他の事業の財源に充てるこ

とについては、精査の上可否を決定する。

学校現場は、新たな業務が発生し負担が増して

いる。子どもたちのためにも、さらなる支援を講

じ学校教員の負担軽減を求めるが、見解を問う。

子どもと向き合う時間や授業準備の時間を確

問

答答

問

答答

問

答答

◀
荒
川
区
Ｓ
Ｎ
Ｓ
学
校
ル
ー
ル
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高齢者・障害者の福祉
と介護及び暮らし応援
について

斉藤　邦子（共産党）

保するために、様々な方策を講じることにより、

教員の負担軽減に努めていく。

災害対応について

複合災害に対する視点から、あらためて「基本

は在宅避難」を訴えて取り組むこと。また、避難

所の開設・運営方針について、区の見解を問う。

感染症対策を踏まえた避難所等の対応方針を

策定するとともに、区民が可能な限り在宅避難で

きるよう、支援をしていく。

電気自動車を災害停電時の非常用電源の一つ

と位置づけていくこと。また、車購入や設備設置

助成等、電気自動車の活用について見解を問う。

庁有車の電気自動車を増やしていくとともに、

受援による具体的な活用方法を定めていく。購入

費用助成等についても調査・研究する。

問

答答

問

答答

高齢者・障害者の福祉と介護について

介護事業者・障害者施設の実態調査を早急に行

い、事業が継続できるよう、前年との収入差額を

補償するなどの対策を求めるが、区の見解を問う。

売り上げ減少による差額補填は、国が担うべき

役割であり、区としては、従来からの支援に加え、

応援対策給付金や施設の環境整備、衛生資機材の

支給などの側面からの支援を行なっていく。

サービスの利用控えや地域活動の自粛などに

問

答答

問

よる高齢者・障害者の機能低下の状況を掴み、対

応の具体化を求めるが、区の見解を問う。

区で情報提供を行うとともに、事業所において

も状況確認やサービス変更等の対応を行なってい

る。今後もサロンなどで新たな生活様式に対応で

きるよう支援を行なっていく。

第８期高齢者プランの作成にあたり、高齢者と

その家族を守り、支える人たちの暮らしの保障等、

抜本的な政策転換が必要と考えるが、見解を問う。

制度の持続可能性を高める取り組みと、介護職

員の確保や育成が重要な課題の一つと考えるとと

もに、新型コロナウイルスの影響等、新たな課題

も考慮し、支援策の検討を進めていく。

暮らし応援のために

エアコン設置の助成金については、昨年までの

５万円の補助も復活すること、かつ夏季の冷房利

用相当額の電気代の助成を求めるが、見解を問う。

今年度は新型コロナウイルス対策として対象

者を広げ、開始した。また、電気代補助について

は対象の把握やコスト面で、制度の創設は難しい。

コロナ禍の影響によるシルバー人材センター

の配分金の減少について、区の責任で休業補償を

行うことを求めるが、区の見解を問う。

売り上げ等減少の補填は国が進めるべきであ

り、区は、積極的な業務の発注を通して支援する。

現在委託事業は、前年通りまで回復している。

他区の対応を参考に、荒川区でも一学期の給食

費を無償化し、就学援助世帯については休校期間

中の昼食代の助成を求めるが、区の見解を問う。

学校給食費は、法に基づき保護者負担としてお

り、困窮世帯についても就学援助や区独自の臨時

応援給付事業など支援は図られていると考える。

答答

問

答答

問

答答

問

答答

問

答答

◀
荒
川
区
庁
有
車
の
電
気
自
動
車

その他の質問項目

○再任用管理職について

◀
学
校
給
食
の
様
子

その他の質問項目

○コロナ対策におけるジェンダーの視点について
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「複合災害」に備えた新
たな防災対策の推進に
ついて

幼児運動講習や体力測定実施の取
り組み及びコロナ禍における幼稚
園・学校教員の支援について

森本　達夫（公明党）

山田　晴美
（維新・あたらしい党）

性の視点を活かす、仮称「女性防災専門官」の配

置を提案するが、区の見解を問う。

これまで、避難所開設運営訓練の際に女性の参

画、意見の反映を図るとともに、災害対策本部に

おいても女性職員の視点を活かした対策を進めて

きた。今後とも、防災分野における女性の参画を

推進し、女性の視点を取り入れた防災・減災対策

の更なる充実に努める。

答答

「複合災害」に備えた新たな防災対策の推進について

「複合災害」の時代に突入した今、新型感染症

蔓延を災害と認定し、「複合災害」を前提とした

地域防災計画の改定を進め、感染症罹患者避難も

想定した避難所・避難場所の拡充など、具体的な

防災政策の中に「複合災害」という視点を取り入

れていくべきと考えるが、区の見解を問う。

新型コロナウイルス感染症の収束の見込みが

立っていない中、複合災害への備えが喫緊の課題

であると認識している。これまでも地域防災計画

に避難所における感染予防対策を示してきたが、

今後はさらに、新型コロナウイルス感染症を含め

た複合災害を前提として計画を修正し、複合災害

に備えた防災対策を推進していく。

「指定避難所」を仮称「避難生活地域支援セン

ター」として機能を強化し、地域支援の拠点とし

て様々な情報共有や連携をするなど、「避難所避

難者」と「地域避難者」への支援に全力で取り組

むべきと考えるが、区の見解を問う。

日頃から在宅避難の支援体制を整え、被災者生

活再建支援システムの習熟に努めている。ＩＣＴ

機器の更なる活用など、避難所の機能強化を図る

ことで、在宅避難者等への支援体制の更なる充実

に努めていく。

防災・減災・復興や避難所の運営においては、

女性の視点が重要かつ不可欠である。今後、さら

にきめ細かく、的確に女性のニーズを受けとめ、

広く防災・減災に活かしていくために、防災に女

問

答答

問

答答

問

コロナ禍で、５月に予定されていた幼稚園の先

生方を対象に幼児運動のあり方や意義に関する講

習会が延期になった。子どもの体力低下が深刻な

問題である今、中止された研修会の今後について、

また、幼稚園での体力測定についての取り組み方

針について、区の見解を問う。

５月に予定していた、体力向上をテーマにした

講演と実技研修は中止し、改めて実施に向けて調

整を行っている。幼稚園児の体力測定については、

文部科学省が実施している幼稚園向きの調査がな

いため、幼児の体力測定の種目を各園の運動遊び

等に取り入れるなど工夫をしていく。私立保育園

についても、指導員による体操教室等を実施し、

幼児期からの体力増進に取り組んでいる。

コロナ禍における幼稚園・学校教員の支援について

子どもを守るために必要なのは、親だけではな

問

答答

問

◀
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
の
様
子

幼稚園における幼児運動講習や体力測定実施に
向けた取り組みについて

◀
幼
稚
園
児
の
運
動
遊
び
の
様
子
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第二波に備えた学校でのＩＣ
Ｔ環境の整備及び環境に配慮
した新たな取り組みについて

コロナ禍における介護予防事業
及びうつ病等による休職者への
リワーク（復職支援）について

増田　峰子（公明党）

山口　幸一郎（公明党）

◀
オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ー
ム

　

ル
ー
ム
の
様
子

く、先生方がいかに健全な状態で子どもと接する

ことが出来るのかが大切である。先生方の悩みや

ストレス、現場で起きている問題の情報収集も含

め、各幼稚園、また、学校や施設などへの定期的

な訪問の頻度や、人員体制について問う。また、

専門家の有無や訪問の際に先生方との面談も行っ

ているのか等、具体的な内容を問う。

毎年、教職員のストレスチェックを実施してい

るほか、臨床心理士などに気軽に相談できる相談

窓口も設置している。また、７名の指導主事が幼

稚園・学校を訪問し、教職員とのコミュニケーシ 

ョンを図っている。さらに、スクールカウンセラ 

ーやスクールソーシャルワーカーなど専門家によ

る助言等を行っているほか、スクール・サポート・

スタッフの導入や部活動外部指導員の配置など、

負担軽減に向けた取り組みを実施している。

答答

登校対策のより一層の充実に努める。

環境に配慮した新たな取り組みについて

区民がフードドライブに協力できる機会を増

やすために、図書館やふれあい館での実施を提案・

要望するが、区の見解を問う。

未利用の食品を持ち込める場所は、生活圏内の

繰り返し利用する施設が適しており、昨年度、期

間限定でフードドライブを実施した区立図書館で

の常設窓口開設に向け、調整を進めている。

「あら！もったいない協力店」のシェフのレシ

ピ集を広く発信するなどして、協力店の拡充と強

化をしていくべきと考えるが、区の見解を問う。

区内飲食店の支援も含め、協力店拡大に向けた

継続的な広報活動とともに、レシピ等の紹介によ

る店舗のＰＲに努めるなど、協力店と連携し、積

極的に食品ロス削減に取り組んでいく。

持続可能な開発目標ＳＤＧｓの取り組みにも

繋がる、環境に配慮したごみ袋の導入を検討して

いくべきと考えるが、区の見解を問う。

環境に配慮した製品を、まずは啓発品として区

のイベント等で活用し、その効果を広報すること

により、プラスチックごみの削減につなげていく。

問

答答

問

答答

問

答答

第二波に備えた学校でのＩＣＴ環境の整備について

日頃からオンラインを活用し、コロナウイルス

感染症の第二波に備えるためにも、ＩＣＴ支援員

の更なる充実を求めるが見解を問う。

子どもたちの教育環境の更なる向上を目指し、

オンライン学習や動画コンテンツ作成など、教員

のＩＣＴスキルの向上に向けた支援も行うなど、

ＩＣＴ活用に向けた環境整備の充実に努める。

オンラインホームルームや、オンライン授業を

活用し、不登校児童・生徒への学習支援等の充実・

強化をすべきと考えるが、区の見解を問う。

これまでの直接会っての支援だけでなく、ＩＣ

Ｔの活用が不登校対策にも有効な手段であると認

識している。ＩＣＴを積極的に活用しながら、不

問

答答

問

答答

コロナ禍における介護予防事業について

積極的な情報発信により、区が作成した動画や

民間のアプリ、それらコンテンツの有効活用に向

けて取り組むべきと考えるが、区の見解を問う。

問

その他の質問項目

○学校における校庭や体育館の利用対応について

○勉強に前向きな姿勢への助走期間の確保について
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委 員 会 活 動 の 報 告

６月４日

◆６月会議について

①６月会議・初日の開会日について

②提出予定案件について

③６月会議の会議期間について

④一般質問等の締切日について

⑤提出議案説明のための委員会開会について

⑥６月会議の会議期間に係る日程について

６月２３日

◆６月会議について

①東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選

挙における候補者の推薦について

②６月会議の会議期間について

③議事日程について

④一般質問について

⑤６月２４日の議事の取り扱い及び順序について

⑥６月２５日の議事の取り扱い及び順序について

◆本会議場演壇へのアクリル板の設置について

７月７日

◆６月会議の最終日について

①議事日程について

②７月８日の本会議の議事の取り扱い及び順序

について

③６月会議の終了について

◆今後の議会日程について

議会運営委員会
志村　博司　委員長

◀
６
月
会
議
の
区
長
答
弁

公的機関や民間が提供しているアプリケーシ 

ョンや映像コンテンツ等も有効に活用できるよう、

閲覧方法等に関する情報提供を行っていく。

双方向のコミュニケーションが可能な、オンラ

イン認知症予防教室の開催にも先駆的に取り組む

べきと考えるが、区の見解を問う。

動画などの双方向通信はデータ通信料の負担

が大きく、スマートフォンでは画面が小さく見に

くい等の課題があり、モデル事業としても実施す

るにはなお研究が必要と考える。

高齢者が介護予防に取り組みやすいように、昨

年度９月会議で、小単位で身近な通いの場を増や

すことを提案したが、進捗状況と介護予防教室等

の小単位での開催について、区の見解を問う。

介護予防教室など通いの場については、厚生労

働省の目安の２倍以上開設している。今後、感染

拡大防止の観点から、「新しい生活様式」に即し

た新たな介護予防の形の構築に取り組んでいく。

今後、区内企業向けの研修等も活用し、リワー

クについての認知度が高まるよう積極的に情報発

信をすべきと考えるが、区の見解を問う。

労働生産性向上のセミナーで、メンタルヘルス

の重要性やリワーク支援についての周知・啓発に

努め、関係機関と連携して情報発信していく。

うつ病等のメンタル不調で休職した人に、必要

性を判断した上で、福祉リワークの利用を促進し

ていくべきと考えるが、区の見解を問う。

福祉リワーク支援を行うことが必要と考えら

れる方については、受給者証を交付し、一人ひと

りの状況に応じた支援を行っていく。

答答

問

答答

問

答答

問

答答

問

答答

◀
こ
ろ
ば
ん
体
操
の
様
子

うつ病等による休職者へのリワーク（復職支援）
について
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６月９日

◆委員会所管の組織及び分掌事務について

◆６月会議提出予定案件について

①ひぐらしふれあい館建築工事請負契約の締結

について

②東尾久本町通りふれあい館建築工事請負契約

の締結について

③宮前公園第一期整備区域園路広場等整備工事

請負契約の締結について

④（仮称）日暮里地域活性化施設建築工事に係

る請負契約の変更について　　　　　　　等

◆所管事項調査

①区内外の所管施設調査について

②行政視察について

◆委員会付託事項

○請願・陳情について

◆常任委員会定例日について

６月３０日

◆付託された議案について

①議案第５号

　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改

正する条例

②議案第６号

　荒川区手数料条例の一部を改正する条例

③議案第１７号

　ひぐらしふれあい館建築工事請負契約　　等

◆所管事務事業説明

○荒川区立日暮里地域活性化施設の開館に向け

た進捗状況について

総務企画委員会
小林　行男　委員長

常任委員会

６月１０日

◆委員会所管の組織及び分掌事務について

◆６月会議提出予定案件について

①荒川区立図書館条例の一部改正について

②荒川区学童クラブの運営に関する条例の一部

改正について

③荒川区家庭的保育事業等の設備及び運営の基

準に関する条例の一部改正について　　　等

◆所管事務事業説明

①荒川区の保育の状況について

②新たな私立認可保育園の開設支援について等

◆所管事項調査

①区内外の所管施設調査について

②行政視察について

◆委員会付託事項

◆常任委員会定例日について

７月１日

◆付託された議案について

①議案第９号

　荒川区家庭的保育事業等の設備及び運営の基

準に関する条例の一部を改正する条例

②議案第１０号

　荒川区特定教育・保育施設及び特定地域型保

育事業の運営の基準等に関する条例の一部を

改正する条例

③議案第１１号

　荒川区立図書館条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

文教・子育て支援委員会
中島　義夫　委員長

◀
ひ
ぐ
ら
し
ふ
れ
あ
い
館

　

完
成
予
想
図

◀
新
尾
久
図
書
館
完
成
予
想
図
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建設環境委員会
町田　高　委員長

６月１０日

◆委員会所管の組織及び分掌事務について

◆６月会議提出予定案件について

○荒川区特別区道における道路構造の技術的基

準に関する条例の一部を改正する条例

◆所管事項説明

①区内の所管施設調査について

②行政視察について

◆委員会付託事項

◆常任委員会定例日について

７月１日

◆付託された議案について

○議案第１５号

　荒川区特別区道における道路構造の技術的基

準に関する条例の一部を改正する条例

◆所管事務事業説明

○建築敷地の細分化に対する規制の導入につい

て

福祉・区民生活委員会
菊地　秀信　委員長

６月９日

◆委員会所管の組織及び分掌事務について

◆６月会議提出予定案件について

①荒川区特別区税条例等の一部改正について

②荒川区立特別養護老人ホーム条例の一部を改

正する条例について

③荒川区介護保険条例の一部改正について

◆所管事項調査

①区内外の所管施設調査について

②行政視察について

◆委員会付託事項

○請願・陳情について

◆常任委員会定例日について

６月３０日

◆付託された議案について

①議案第１２号

　荒川区特別区税条例等の一部を改正する条例

②議案第１３号

　荒川区立特別養護老人ホーム条例の一部を改

正する条例

③議案第１４号

　荒川区介護保険条例の一部を改正する条例

◀
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

サ
ン
ハ
イ
ム
荒
川
の
外
観

◀
尾
竹
橋
通
り
の

　

自
転
車
通
行
帯
の
様
子
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震災・災害対策調査特別委員会
横山　幸次　委員長

６月１６日

◆昨年度の委員会の活動状況について

◆委員会の活動方針について

◆調査研究事項

○「荒川区地域防災計画実施推進計画」の令和

元年度進捗状況について

◆委員長会の協議事項について

特別委員会

健康・危機管理対策調査特別委員会
斎藤　泰紀　委員長

６月１５日

◆昨年度の活動報告について

◆委員会活動方針について

◆調査研究事項

○新型コロナウイルス感染症の発生状況等につ

いて

◆委員長会の協議事項について

◆その他

観光・文化推進調査特別委員会
菅谷　元昭　委員長

６月１５日

◆昨年度の活動状況について

◆委員会の活動方針について

◆委員長会の協議事項について

財政援助団体調査特別委員会
森本　達夫　委員長

６月１２日

◆昨年度の活動状況について

◆委員会の活動方針について

◆委員長会の協議事項について

◀
感
染
防
止
の
た
め
の
手
指
消
毒

◀
財
政
援
助
団
体
の
１
つ

　

Ｒ
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Ｌ
Ａ
Ｃ
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の
様
子

◀
観
光
ボ
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テ
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活
動
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様
子

◀
荒
川
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洪
水
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識
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議案の審議結果 ○ 賛成　× 反対　太字は討議のあったことを示す

令和２年度定例会・６月会議

会 派 名 ・ 結 果
（数字は会派人員）

議 案 番 号 ・ 議 案 名

自

民

党

公

明

党

共

産

党

維
新
・
あ
た
ら
し
い
党

民
主
ゆ
い
の
会

日

本

創

新

党

自
由
民
主
の
会

あ
ら
か
わ
元
気
ク
ラ
ブ

立

憲

民

主

党

結　
　

果

10 ６ ６ ３ ２ １ １ １ １

議員提出議案（１件）

第２号 東京都後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙における候補者の推薦について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明戸真弓美　議員） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

区長提出議案（１７件）

第５号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第６号 荒川区手数料条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第７号 荒川区学童クラブの設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第８号 荒川区学童クラブの運営に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第９号 荒川区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１０号 荒川区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条
例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１１号 荒川区立図書館条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１２号 荒川区特別区税条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１３号 荒川区立特別養護老人ホーム条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１４号 荒川区介護保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１５号 荒川区特別区道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する
条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１６号 荒川区立公園条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１７号 ひぐらしふれあい館建築工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１８号 東尾久本町通りふれあい館建築工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第１９号 宮前公園第一期整備区域園路広場等整備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第２０号 （仮称）新尾久図書館建築工事請負契約の一部を変更する契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

第２１号 （仮称）日暮里地域活性化施設建築工事請負契約の一部を変更する契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

　かねてより本会議の録画中継と委員会の録音中継

を行ってきました。

令和２年度定例会・６月会議より

本会議及び委員会共に

音声によるライブ配信を開始しました。

どうぞご利用ください。

＜アドレス＞　荒川区議会Ｙｏｕ Ｔｕｂｅチャンネル

https://www.youtube.com/channel/UCo3xtLRs8DQXs0PTvFn86UA

本会議及び委員会の音声ライブ配信を開始
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凡　例（会　派）

２４

藤澤志光

２３

河内ひとみ

１４

中島義夫

１２

鎌田理光

１３

町田 高

１７

茂木 弘

２

小坂英二

１

久家 繁

４

宮本舜馬

３

夏目亜季

５

山田晴美

８

小林行男

１０

斉藤邦子

９

横山幸次

１１

小島和男

日本共産党
荒川区議会議員団

維新・
あたらしい党

日本創新党民主ゆいの会 自由民主の会
あらかわ
元気クラブ

立憲民主党
荒川区議団

公明党
荒川区議会議員団

自由民主党
荒川区議会議員団

１５

菅谷元昭

７

北村綾子

６

相馬ゆうこ

１９

並木一元

２０

斎藤泰紀

２２

志村博司

２１

北城貞治

２６

清水啓史

２５

竹内明浩

２８

増田峰子

２７

山口幸一郎

３０

菊地秀信

３２

保坂正仁

２９

森本達夫

３１

松田智子

事務局書記理事者席

議　　会
事務局長

議長　明戸真弓美

演　壇

速記者

理事者席 教育長

理事者席

理事者席

理事者席

区　長 副区長 副区長

　荒川区議会では、令和元年度定例会・閉会会議より、上記のとおり、コロナウイルス感染防止

対策を図った議席配置をとっております。

　理事者席については、案件により必要な理事者のみ

出席しています。

また、その他様々な感染防止対策をとっております

○全ての扉を開放

○傍聴席は間隔を設けて座席を配置

○傍聴者の体調確認　　　　　　　　　　　　　等

本 会 議 場 　 議 席 図
（令和２年７月８日現在）

〜コロナウイルス感染防止対策を図った議席配置をとっております〜

◀
本
会
議
場
演
壇
に
設
置
し
た

　
ア
ク
リ
ル
板
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視察項目件数（上位５項目） （件）

①ゆいの森あらかわについて ３４

②タブレットを活用した学校教育について ９

③荒川区民総幸福度について ７

　防災関係について ７

④子どもの貧困対策について ５

月別視察受入件数 （件）

５月 ３ １１月 １３

６月 １ １２月 ０

７月 １１ １月 ７

８月 ８ ２月 ５

９月 ２ ３月 ０

１０月 １１ ４月 ０

令和元年度は６１件（４０９人）の視察を受け入れました

荒川区へご視察いただきありがとうございました

あらかわ区議会だよりの表紙写真を募集します！

各号の表紙写真（デジタルデータ）を募集します。

【テーマ】荒川区内で撮影した 荒川区 または 季節感 をイメージする未発表の横向き写真

【資　格】区内在住、在勤または在学の方

【募　集】随時、受け付けます。　　※募集期限は以下の通り

 ９月会議号（１１月中旬発行予定）　　　令和２年１０月１日まで

 新年号（１月１日発行予定）　　　　　　令和２年１２月１日まで

 １１月会議号（１月下旬発行予定）　　　令和２年１２月１日まで

 ２月会議号（４月中旬発行予定）　　　　令和３年　３月１日まで

【方　法】応募者の氏名・住所（区外在住で区内に在勤または在学の方は、勤務先名か学校名も

記載）・電話番号・撮影年月日・撮影場所・写真のタイトルを記入し、写真のＪＰＥＧ

データを添付の上、Ｅメールで送ってください。

【掲　載】決定しましたら、ご本人に連絡させて頂きます。

【その他】人物や個人の所有物を撮影した場合は、被写体または所有者の承諾を得てください。

 採用された写真は必要に応じてトリミング等、編集を行うことがあります。

 採用された写真の使用権は荒川区議会に帰属します。

メールアドレス：kugikai@city.arakawa.tokyo.jp


